
 

平成３１年度 潮来市の主要事業概要 

≪将来像≫暮らしを愉しみ市民が活躍する「水の郷」 

区分 
事 業 名 

（★新規 ◎拡充 ○継続） 

予算額 

（千円） 
事  業  内  容 

１
．
市
民
協
働
政
策 

◎地域おこし協力隊事業 20,196 千円 
地域おこし協力隊員を誘致し、地域の活性化と隊員の定住・定

着化を図ります。 

★移住定住促進事業 2,252 千円 

就労支援（企業情報・求人情報発信）サイトを構築し、市内企

業 PR、ビジネスマッチングや求職者の市内雇用を促進し、移

住・定住に繋げる取り組みを進めます。 

◎高速バス通勤・通学者 

助成事業 
12,480 千円 

首都圏への通勤・通学費の助成により、移住定住を促進する

ため、高速バス定期券購入費助成を行います。 

◎男女共同参画推進事業 2,931 千円 

男女共同参画について市民向け意向調査を実施するなど、

潮来市男女共同参画基本計画の改定に向けた取り組みを進

めます。 

★潮来市総合戦略策定事業 7,446 千円 

人口減少対策の推進と地方創生関連交付金の活用のため、

潮来市まち・ひと・しごと創生総合戦略の次期改訂に向けた

取り組みを進めます。 

◎自治コミュニティ 

助成事業 
14,300 千円 

自治宝くじ助成を活用し、二丁目区集会所建設及び、八丁目

区山車修繕を行います。 

◎区長会等事業 29,168 千円 

自治区活動の促進と加入促進施策の推進によるコミュニティ

事業補助を継続します。 

新たに日の出２丁目集会所整備の助成を行ないます。 

２
．
保
険
・
医
療
・
福
祉
政
策 

○不妊治療費助成事業 3,300 千円 
男性不妊治療も対象とした不妊治療助成を継続し、不妊治

療に係る経済的負担の軽減を図ります。 

○不育症検査及び治療費 

助成事業 
150 千円 

不育症と診断された場合の保険適用外の検査及び治療費の

一部を助成します。 

○各種検診推進事業 48,042 千円 

各種検診（健診）の受診率向上を目的に、女性のがん検診

（子宮頚がん、乳がん）の医療機関検診の充実及び40歳到

達者への胃がん・大腸がん検診の無料化。生活習慣病予防

健診における詳細健診（心電図・眼底検査）の一部を助成し

ます。 

○予防接種推進事業 58,206 千円 

児童の法定接種に加え、任意接種などの予防接種に対する

一部助成を実施するなど、受診者の負担軽減を図り、各種予

防事業の充実に努めます。 

○子育て世代包括支援事業 2,862 千円 

妊娠から子育て世代までの切れ目のない支援を実施するた

め、かすみ保健福祉センターに設置した子育て世代包括支

援センターにおいて、妊娠から子育て世代までの切れ目のな

い支援を実施し、育児不安の軽減や虐待のリスクを軽減しま

す。 
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２
．
保
険
・
医
療
・
福
祉
政
策 

◎母子保健事業 24,730 千円 

妊産婦及び乳幼児の健康の保持・増進を図るため、妊婦健

診や未熟児の医療費給付をはじめ、離乳食教室、妊産婦歯

科健診等に取り組みます。 

新たな取り組みとして、視力障害の早期発見のため3歳児健

診において視能訓練士による視力検査を実施します。また、

産後うつの予防及び新生児への虐待予防を図るため、産婦

に対する健康診査及びその結果により必要な産後ケアを実

施します。 

○子育て応援サポート事業 6,484 千円 

切れ目のない子育て支援事業として、妊娠された方に妊娠

届出時に授乳服を贈呈、1歳児育児相談時に読み聞かせ絵

本を贈呈、小学校新入学児童へランドセルを贈呈します。 

★子ども・子育て支援事業 3,201 千円 

子ども・子育て支援法に基づき、幼児期の学校教育・保育・

地域の子育て支援についての需給計画となる「第2期子ども・

子育て支援事業計画」を策定します。 

★潮来保育所改修事業 48,414 千円 

保育施設環境の改善と長寿命化を図るため改修工事を実施

します。併せて公立の認定こども園への移行に向け、幼児が

過ごしやすい環境整備を進めます。 

◎保育所費 961,224 千円 

待機児童ゼロを堅持するとともに、市内認定こども園の利用

のための施設型給付等と潮来市単独の多子世帯の保育料

軽減など、保護者の経済的負担を軽減します。なお、10月以

降は国の施策により３歳以上の保育料が無償となります。 

○放課後児童クラブ事業 54,265 千円 

小学生児童を持つ働く保護者が安心して仕事ができるよう

に、放課後や学校休業日に児童を預かります。公立について

は5か所、民間については４か所で事業を行います。 

○ファミリーサポート 

センター事業 
2,290 千円 

保護者の方が仕事と育児を両立させて安心して働くことがで

きるように、地域の会員同士で子育てを支え合う、ファミリー

サポートセンターの運営と利用料助成を行います。 

○結婚対策事業 881 千円 
婚姻、出生率の増加を図るため、恋活サイトでの情報提供、

成婚お祝い品提供及び各種出会いイベントを開催します。 

◎母子父子福祉・ 

自立支援等事業 
177,298 千円 

ひとり親家庭等の生活の安定と自立支援のため児童扶養手

当の拡充をはじめ、相談体制の充実や就労先の確保として

看護師等の資格取得の負担を軽減します。 

◎医療福祉事業 171,554 千円 

健康の保持増進と経済的負担軽減を図るため、妊産婦・子

ども（小児）・母子家庭の母子・父子家庭の父子・重度心身障

害者等に医療保険適用の医療費の一部負担金を助成しま

す。なお、４月から精神障害者保健福祉手帳1級所持者も対

象となります。 

◎すこやか医療福祉事業 18,482 千円 

安心して医療を受けやすい環境を整えるため、中学1年生か

ら１８歳までの外来分と、出生から１８歳まで及び妊産婦で県

所得制限を超えた方に対しても、本市単独で医療費の一部

負担金を助成します。 

○老人福祉事業 50,133 千円 

高齢化社会の中、一人暮らし高齢者調査、在宅高齢者安否

確認、緊急通報システム、養護老人ホームへの短期宿泊保

護や入所措置、外出支援などサービスの充実を図ります。 
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２
．
保
険
・
医
療
・
福
祉
政
策 

○高齢者大学事業 9,722 千円 

高齢者が住み慣れた地域で、元気かつ有意義に過ごして

いただくため、悠々塾をはじめ、グラウンドゴルフ大会等の

開催、高齢者クラブ連合会への活動補助を行います。 

◎寝たきり老人等 

紙おむつ給付 
11,323 千円 

家族を介護する者が在宅で寝たきりの老人に必要な介護用

品（紙おむつ等）を支給することで、家族の介護についての

経済的・精神的負担の軽減を図ります。なお、支給対象者範

囲を要介護度３以上から、要介護度１以上に拡充を図りま

す。 

○巡回支援専門員整備事業 2,450 千円 

発達障害等に関する知識を有する専門員が、子どもやその

保護者が集まる施設等を巡回し、施設等のスタッフや保護者

に対し、障がいの早期発見・早期対応の助言を行います。 

○障害者の理解を深める 

研修・啓発事業 
517 千円 

障がい者に対する理解促進のための啓発パンフレットの作

成・配布を行うとともに、次世代を担う小学生を対象に、障が

いのある人に対する差別等について考える研修の場を設け

ます。 

★鹿行地区身体障害者 

スポーツ大会事業 
1,143 千円 

鹿行5市で構成される身体障害者スポーツ大会を潮来市で

開催し、鹿行管内の身体に障害を持つ皆さんの体力増進と

自立更生への意識の向上を図ります。 

★低所得者・子育て世帯向け 

「プレミアム付商品券」事業 
43,445 千円 

消費税率引き上げが低所得者・子育て世帯の消費に与える

影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起・下支え

するため、低所得者・子育て世帯主向けのプレミアム付き商

品券の発行を行います。なお、事業費は、平成31年度当初

予算41,147千円、平成３０年度からの繰越明許分2,298千円

となります。 

３
．
行
財
政
政
策 

○シティプロモーション事業 4,821 千円 

潮来市の魅力発見とそれを広く発信するため、ＰRデザイン

や動画作成等、地域資源を活かしたプロモーション活動を展

開します。また、「エフエムかしま」での発信も継続します。 

○ふるさとづくり 

寄付金制度推進事業 
57,659 千円 

ふるさと納税（寄附金）を募り、寄附者への返礼の業務を効

率的に行う事業を実施します。 

○ふるさと応援基金 

積立事業 
34,341 千円 

潮来市への思いを持つ人々からのふるさと納税（寄附金）を

活かしたまちづくりを進めるため、寄附金から経費を差し引い

た額を基金積立金として積み立てします。 

○証明書コンビニ交付事業 5,709 千円 
マイナンバーカード取得による利便性について周知し、利用

促進を図ります。 

★参議院議員選挙費 12,681 千円 
任期満了（2019年7月28日）に伴う、参議院議員選挙執行経

費 

★潮来市議会議員一般選挙 11,779 千円 
任期満了（2020年2月10日）に伴う、潮来市議会議員選挙執

行経費 

★行政診断 3,047 千円 
潮来市の事務事業、組織、職員定数等をチェック（診断）し、

今後の効率的で適正な組織への見直しを図ります。 

○電子計算費 116,265 千円 

基幹業務（住基・財務等）システムの県内連携のクラウド化を

促進し、災害時支援協定の提携により平常時・災害時の市

民サービスの利便性向上を図ります。 
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４
．
教
育
・
文
化
政
策 

○中学生海外派遣事業 5,515 千円 

市立中学校生徒の多文化教育・交流により、国際的感覚を

身につけるため、東京オリンピック・パラリンピックのホストタ

ウンである台湾との交流として、昨年度に引き続き雲林縣土

庫鎮の土庫国民中学校に市内中学生を派遣します。 

○小学校英語指導助手 

配置事業 
11,772 千円 

小学校の外国語活動が英語教科化に移行されたため、外国

人英語指導助手（ALT）を３名体制により、国際化に対応でき

る人材の育成を図ります。 

○英語指導助手招致事業 22,242 千円 

市内各中学校への外国人英語指導員助手（ALT）の配置に

ついては、各1名を配置（計4名体制）し、国際化時代に対応

した、英語教育の充実と国際理解教育の推進を図ります。 

○ＴＴ配置事業 11,291 千円 
ＴＴ（ティームティーチング）講師を小中学校に配置し、きめの細や

かな指導で学力向上を図ります。 

◎特別支援教育支援員 

配置事業 
15,894 千円 

小学校・中学校生活において、支援を必要とする児童・生徒

に対し、特別支援教育支援員を配置することで、安全安心な

学校生活を確保します。 

○学びの広場 

サポープラン事業 
1,360 千円 

小学校4年生、5年生を対象に、夏期休業中等に各小学校に

サポーターを派遣し、算数の補習を行います。 

○教育支援センター事業 7,404 千円 

不登校対策として、各中学校への相談員の派遣や教育支援

センターにおいての不登校児童・生徒の居場所づくり又は保

護者及び学校の先生への相談事業を行います。 

○就学支援相談員配置事業 2,061 千円 
保育所・認定子ども園へ巡回相談を実施し、就学に向けたア

ドバイスや一人ひとりの教育的ニーズを把握します。 

○小学校整備事業 11,182 千円 

潮来小学校床補修工事、津知小学校図書室空調機設置工

事、延方小学校ブランコ設置工事・プール循環浄化装置改修

工事、大生原小学校体育館扉改修工事、日の出小学校体育

館トイレ改修工事、牛堀小学校オイルタンク改修・三連鉄棒

設置工事等を実施します。 

◎学校給食 209,609 千円 

学校で美味しい野菜を食べたい事業、潮来あやめちゃん米

飯給食（週３回）、潮来野菜の加工品利用により、給食の充

実を図ります。 

◎学習支援事業費 3,130 千円 

小学４年生及び中学１年生で、学習塾に通塾していない児童

生徒の基礎学力向上や学習習慣の定着を図るため、地域の

人的資源と教育力を活用し、毎週実施します。 

◎公民館管理費 137,115 千円 

生涯学習の拠点である中央公民館の体育室屋根、本館防火

シャッター等の改修工事を行います。また、地区公民館へＡＥ

Ｄを設置します。 

◎文化財保護事業 5,109 千円 

貴重な堀跡等の遺構が残る島崎城跡の保存・活用のため、

立木伐採、看板設置等の環境整備に取り組むとともに、指定

文化財の説明板・標柱の更新を進めます。 

◎H31 国体推進室事業 289,307 千円 

いきいき茨城ゆめ国体では、潮来市において、いずれも正式

競技となるボート、トライアスロン、オープンウォータースイミ

ングの３競技を開催します。大会の成功に向けた会場整備を

進めるとともに、全国から訪れるみなさんをお迎えするため、

市民協働のおもてなしの充実を図ります。 
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◎東京オリンピック 

対策事業 
6,455 千円 

東京オリンピック・パラリンピックに向け、ホストタウンの相手

地域である台湾との交流や、ボート競技の事前キャンプ地誘

致に向けた取り組みを進めます。また、市内小中学校へオリ

ンピアン・パラリンピアンを派遣し、児童・生徒との交流等によ

る機運醸成を図ります。 

５
．
産
業
振
興
政
策 

◎地産地消販売促進強化事業 9,000 千円 

６次産業化推進のため『「農」と「観」あるまち。水郷潮来ＭＹＳ

ＴＥＲＹプロジェクト』を実施します。 今後、フォーのPRを含

め、米粉を使った商品開発やまこも若葉の６次産業化を進

め、販売促進を図ります。 

★潮来市観光振興計画 

策定事業 
3,603 千円 

『「農」と「観」あるまち。水郷潮来ＭＹＳＴＥＲＹプロジェクト』の

取り組みを計画に位置付け、更なる観光地としての活性化を

目指し、観光振興計画を策定します。 

○買ってもらえる米づくり 

推進事業 
4,380 千円 

「潮来あやめちゃん」や極早生品種「一番星」の特別栽培米

に取組み地域ブランド力向上を図るため、水稲病害虫防除

補助や販売促進事業を進めます。 

○日本型直接支払制度 34,195 千円 
農業の多面的機能の維持・発揮のため、農地、水路等の質

的向上を地域で支える共同活動を支援します。 

○水田農業構造改革 

推進事業費 
33,002 千円 

H30年産から、国による生産数量目標の配分が示されなくな

りますが、茨城県においては引続き、市農業再生協議会を通

じて生産者へ配分されます。内容の変更はありますが、市の

奨励金は継続して交付します。 

○排水対策特別事業 65,859 千円 
H30国の２次補正採択分と合わせて、農業生産基盤の整備

を図るため、土地改良事業に対し補助支援を行います。 

○鳥獣被害防止施設 

整備促進事業 
300 千円 

鳥獣から農作物を守るため、電気柵の購入者に対し補助を

行います。 

○水産業総務費・整備費 12,186 千円 
水産業の振興を図り、併せて舟溜樋門の改修工事や維持補

修を計画的に進め、治水対策を行います。 

〇広域観光ＤＭＯ 

プロジェクト 
5,800 千円 

鹿行地域の魅力を活かした新たな観光ブランドの創出や地

域経済活性化を図るため、地域観光マネジメントを一本化す

る「アントラーズホームタウンDMO」の取り組みを進めます。 

○商工振興事業 13,000 千円 

観光事業とも関連づけながら、地域活性化のための誘客イ

ベント開催（ハロウィンパーティ等）への補助をはじめ、ろ舟・

人力車事業の通年化実証実験など、商工会等と連携を図り

進めます。また、自治金融保証料補給金の対応など中小企

業・小規模事業者に対するセーフティーネットの構築も図りま

す。 

〇商工業支援事業 3,930 千円 
商工振興を図るための創業支援事業として、ビジネスプラン

塾の開催等に取り組みます。 

○あやめまつり大会事業 36,778 千円 

水郷潮来あやめまつりの核である花菖蒲の栽培やあやめ園

の管理などを適切に行うとともに、計画的な圃場整備を実施

します。また、「嫁入り舟」をはじめ、「ろ舟運航」及び「人力車

周遊」など更なる魅力の向上を図ります。 

〇外国人観光客誘致事業 4,300 千円 

成田空港、茨城空港などからのアクセスの良さを活かし、外

国人観光客を誘致するため多言語版パンフレットの作成、食

のＷeb上での情報発信やエージェントモニターツアー等を実

施します。 
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★観光事業 6,541 千円 
観光おもてなし研修や入れ込み調査、香取市と連携した水

郷二大あやめまつりモニターツアーなどに取り組みます。 

★津軽河岸跡周辺施設 

活用事業 
17,970 千円 

新たな交流拠点として水郷旧家磯山亭及び津軽河岸あと広

場の有効活用を図るため、道の駅いたこと連携し、通年型観

光に取り組みます。 

◎水郷筑波・サイクリング

によるまちづくり 

プロジェクト 

1,923 千円 

サイクリング人気が高まっている中、総延長180kmを誇る「つ

くば霞ヶ浦りんりんロード」の利活用など、茨城県、周辺自治

体と連携し、広域レンタサイクルやポータルサイトの運営、都

内からのサイクリストをターゲットにしたサイクリングツアー等

を実施し、交流人口の増加を目指します。新たに県内連携の

霞ヶ浦サイクルーズ事業を調整します。 

○企業誘致事業 960 千円 

本市の立地環境の優位性や企業に対する各種優遇制度の

周知を図り、「潮来インター周辺地区」などへの企業誘致を進

めます。 

６
．
生
活
環
境
政
策 

◎塵芥処理施設費 680,330 千円 
潮来クリーンセンターの計画的な維持補修工事を実施し、施

設の適正な管理運営を行います。 

○花いっぱい運動事業 2,334 千円 

日本風景街道に登録された「いたこ あやめ 花街道」の充実

や国体及びオリンピックに向けて、花いっぱい運動を通し、郷

土に花のある景観をつくり、機運醸成を図ります。 

○自立・分散型エネルギー

設備導入促進事業 
300 千円 

地球温暖化対策の一環として「家庭用燃料電池システム（エ

ネファーム）」及び「定置用リチウムイオン蓄電システム」設置

に一部補助します。 

◎無線放送施設事業 162,730 千円 

災害情報等を迅速・確実に伝達するため、防災行政無線の

デジタル化を計画的に進めます。また、情報伝達・収集体制

を強化するため、新規に移動系の無線（ＩＰトランシーバー）を

導入・活用していきます。 

○防犯灯整備事業 6,050 千円 

犯罪を抑止するとともに、省エネルギー化による環境への配

慮及び経済性の向上のため、蛍光灯型防犯灯をLED防犯灯

へ計画的に切り替えます。 

◎消防施設整備事業 75,240 千円 

第7分団第3部（下田）と第1分団第2部（上丁）の消防車両の

更新や、第４分団の消防機庫の改築を行います。また、新設

で消火栓を２カ所設置します。 

◎消防団入団事業 5,160 千円 
消防団員の消防活動支援のため、運転免許取得補助金を新

設し、マニュアル及び中型免許の取得促進を図ります。 

◎高齢者交通対策事業 11,332 千円 

高齢者等による交通事故の防止と公共交通機関の利用促

進を図るために、７５歳以上を対象とした運転免許返納促進

事業を引き続き実施します。また、高齢者タクシー利用料金

助成事業も引き続き実施し、交通弱者となる高齢者の移動

手段の確保を図ります。 

○消費者対策費 2,850 千円 

商品やサービスなど消費生活全般に関する相談に適切に対

応するため、消費生活センターの充実を図るなど、国・県・関

係機関と緊密に協力しながら取り組みます。 

★水郷トンボ公園管理事業 1,773 千円 

トンボ公園を管理してきた管理団体に代わり、環境学習の場

となるトンボ公園の継続存続化を図るため、市が運営管理を

していきます。 
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○橋梁長寿命化修繕事業 148,500 千円 

安心安全な道路を維持するため、橋梁長寿命化修繕計画を

策定し、橋梁の計画的な点検を実施するとともに、潮音橋の

塗装工事を進めるなど、橋梁の長寿命化を図ります。 

〇日の出地区街路 

液状化対策事業 
30,698 千円 

地下水位低下完了後に家屋等に不具合が生じた場合の事

業損失に対応するため、申し出に応じ、家屋事後調査を実施

します。 

○主要道路等整備事業 209,000 千円 

地域交通の利便性と安全性向上のため、新設改良等の整備

を進めます。（主な路線） 

・市道(牛)3143 号線(育苗センター～牛堀小中学校) 

・市道(潮)641 号線(鹿島育成園入口) 

・市道（潮）1 級 10 号線（潮来駅・立兼線） 

・市道（牛）1 級 4 号線（台上戸～古宿） 

・市道(牛)4095号線・(牛）2級3号線(島須・赤須地区～台上戸) 

★道路側溝蓋掛け整備事業 2,100 千円 通学路を中心として、道路側溝の蓋掛け整備を進めます。 

○都市公園整備事業 3,678 千円 
内洲第２児童公園へ遊具を設置し、市民に親しまれる公園

の整備を計画的に進めます。 

○若年世帯定住促進 

助成金事業 
29,500 千円 

定住人口の増加及び地域の活性化並びに住環境の改善を

図るため、本市において住宅を取得し、定住する若年夫婦又

は若年者が親である子育て世帯に対し、定住促進助成金を

交付します。 

○地域公共交通網形成事業 37,696 千円 

潮来市地域公共交通網形成計画・実施計画に基づき、鹿嶋

市・行方市と連携し広域路線バスの利便性の向上を図りな

がら地域公共交通の維持・確保を図ります。 

○市営住宅管理費 18,083 千円 老朽化した辻第２住宅の解体工事などを進めます。 

○地籍調査事業 24,087 千円 
行政活動等の基礎データとなる地籍調査を、島須Ⅵ、島須Ⅶ

地区で実施します。 

★バスターミナル駐車場 

整備事業 
243,155 千円 

重点道の駅として選定された「道の駅いたこ」と一体的に整

備を進めます。 まず、駐車場の拡張工事として７７台分の駐

車場整備等を進めます。 

○水道配水管等整備事業 257,232 千円 

安心安全な水道水の安定供給のために、田の森浄水場機械

機器修繕工事や潮来地区の石綿セメント管更新工事、あや

め地区及び宮前地区の老朽管更新工事、東関東自動車道

水戸線建設に伴う配水管切廻し工事などを進めます。また、

持続可能な水道事業の実現のために水道事業ビジョンを策

定します。 

○公共下水道管路整備事業 299,091 千円 
生活排水の適切な処理のため、新宮・水原地区等の公共下

水道の整備を進めます。 

○公共下水道ポンプ場 

整備事業 
44,000 千円 

日の出中継ポンプ場耐震化のための調査を行います。 ま

た、下水道ストックマネジメント計画を策定します。 

○農業集落排水処理場 

整備事業 
63,700 千円 施設の長寿命化を図るための工事等を進めます。 

 


